
DAREDEMO HEROの会報は

こうして始まりました

2015年12月　20号
奨学生が念願の日本研修旅行に！
HERO’S HOUSE２のオープンなど、記念
すべき号となりました。

2020年3月　70号
まだ記憶に新しい、セブ市のロックダウ
ン。この時、この状態がこんなにも長く
続くとは思ってもいませんでした。

2021年9月　88号
パンデミック中に取り組んだ「組織強
化」が実を結んだ月でした。歯磨き事業
は今も継続しています。

　この会報は、現代表である内山が2014年にボラン
ティアスタッフとして関わり始めた際に、初めて発
行しました。それから8年がたち、この度記念すべき
100号を発行することができました。この会報には、
DAREDEMO HEROのたくさんの思い出や、子どもた
ちの成長が詰まっています。
　これからも現地の活動や、子どもたちの成長をよ
り身近に感じていただくために、会報の発行を継続
していきます。毎号、嬉しいニュースをお伝えでき
るよう、日々の活動に邁進してまいります！
▶過去の会報は、団体ホームページにてご覧いただけます。

https://daredemohero.com/wp-content/uploads/2016/07/1.compressed.pdf
https://daredemohero.com/wp-content/uploads/2016/07/20.compressed.pdf
https://daredemohero.com/wp-content/uploads/2016/07/d07153e78032cddcc4fcf5a4f43daedf-1.pdf
https://daredemohero.com/wp-content/uploads/2016/07/fe01158ba1d744cb3250f17f724bdc82.pdf
https://daredemohero.com/magazine/


月間会報誌100号、おめでとうございます。2014年4月の創刊号から8年間を振り返り、何か思うことはありますか？

これまでの会報を見返して、たくさんの方々がDAREDEMO HEROの活動に関わってくださり、支えてく
ださってきたことを再認識することができました。子どもたち、ご支援者様、スタッフ、インターン、ボ
ランティア、保護者や地域の人々などとの出会いが、かけがえのない思い出であり、これからも出会いに
感謝して活動を続けていきたいと思いました。 理事長

内山

YUNA：これまで、日本人スタッフ1人で活動をされていましたが、今回新たに日本人スタッフが仲間入りされたということで、皆さ
んにご紹介いただけますか？

内山：はい。2019年に私がNPO法人理事長、現地法人代表となった直後にパンデミックが始まり、現地では日本人は私一人で活動を
続けてきました。長年セブに住んでいた日本人も、次々と帰国を余儀なくされていく中で、知人に紹介いただいたのがTAKAさんでし
た。

初めまして。私は以前、難民支援NGOの代表としてアフガンで活動をしたり、いくつかの社会貢献活動に関わってきま
した。セブに移住して約４年、以前勤めていた英語学校がパンデミックで閉鎖され、外にも出れない時間の中で改めて
自分のしたいことについて考えていました。そして、この国の貧困問題などにも触れる中で、改めてボランティアに関
わりたいと思っていた際に、順子さんと出会いました。

YUNA：TAKAさんの内山さんに対する印象を教えてください。

TAKA：パンデミックのため、あらゆる国際団体が活動を停止しセブから帰国していく中、一人で現地に残り、支援を縮小するどこ
ろか拡大している姿に驚きました。なぜ日本へ帰国しなかったのか聞いたところ「私は子どもたちに、大学卒業まで支援すると約束
した。夢を見せるだけ見せて、やめることはできない」という言葉を聞き、とても強く、芯のある人だと感じて、ぜひお手伝いした
いと思ったのが第一印象です。

YUNA：新たに力強いスタッフが入られた今、今後の目標を教えてください。

内山：再来年には、最年長の奨学生が大学を卒業して、それぞれの夢を叶えることになります。このことが、他の奨学生やラーニン
グセンターの子どもたち、貧困地区の子どもたちの希望につながっていくはずです。そして、夢を叶えた奨学生が、各分野で社会の
ために貢献できるリーダーとなり、より多くの子どもたちの夢の実現をサポートしてほしいと思っています。

TAKA：私は日本にいた際、上場企業のマネージャーとして現場の業務改善を指導したり、
ITによる効率化なども担当してきました。その知識を生かし当面は、団体の組織強化に尽力
したいと考えています。私たちの活動は、現場がすべてです。私自身、現場でやりたい支援
もありますが、まずは少しでも多くのリソースをフィールドで使えるようにするべく、努力
していきたいと思っています。

YUNA：最後になりますが、支援者様にメッセージをお願いします。

JUNKO：いつもDAREDEMO HEROをご支援いただき、誠にありがとうござ
います。これまで、本当にいろいろなことがありましたが、いつも温かく見
守ってくださる皆様がいたからこそ、子どもたちの支援を続けることができ
ています。
これからも、みんながより「HAPPY」になれる活動を目指していきます。
引き続きDAREDEMO HEROをよろしくお願いします。

100号記念インタビュー

インターン
YUNA

TAKA

Everybody  can be a HERO
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「がんばれば、夢が叶う」
日本では当たり前のことが、フィリピンでは
当たり前ではありません。
零れ落ちてしまう夢や希望をすくい上げ、夢を
叶えるためのサポーターが必要です！

全ての子どもたちが夢と希望を持ち
努力が正当に報われる社会を実現する

申し込み　https://daredemohero.com/donation/
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